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改善計画

7月 1月

「授業の課題について
『なぜだろう』『やってみたい』
と思う」生徒の割合

90% 73% 81% Ｂ ◯

「自分達の学んだことを人生や社会
に生かそうと思う」生徒の割合

90% 85% 94% Ｂ ◯

「できた」「わかった」と
授業で感じている生徒の割合
（全教科平均）

85% 83% 98% Ｂ

研究テーマに沿って学習課題の工
夫を進め，昨年度末より「でき
た」「わかった」と授業で感じて
いる生徒の割合が５％増加した。

◯

今後さらに教育研究とリンクさせ
ながら生徒に授業で「できた」
「わかった」を実感できるように
研修を進めていく。

「自分の学習のためになるよう南中
タイムを活用している」生徒の割合

90% 76% 84% Ｂ

授業時数確保の観点から南中タイ
ムは１回しか実施できていないが
家庭学習や定期試験とリンクを目
指した。

◯

今後も少ない回数の中でも『授
業・家庭学習・テスト』の学びの
サイクルが充実するように工夫し
ていく。

1日の家庭学習の時間１時間以上の
生徒の割合

85% 70% 82% Ｂ
全教科が計画的に家庭学習用の課題を
設定し，週1回提出させ，未提出者に
は，個別の指導を行ってきた。

◯
学びのサイクルが連動するようにし，目
的意識を持って自主的に家庭学習が進む
ように指導を継続する。

ゴールイメージを持ち，授業や取
組を進められる教職員の育成。

◎　授業のめあて
　　学習課題の工夫

授業交流期間年3回以上の実施
全職員授業公開

100% 100% 100% Ａ
６月は授業参観週間を持ち，全員が授
業を公開し，２回以上授業参観し，成
果や改善点を交流できた。

◯
・回数が１００％になったのなら，
次のステップを考えても良いと思い
ます。

９月は指導主事を招いて同様な形で実施
予定である。また他の研修で学んだこと
などを交流しながら研究を進める。

「『道徳の時間』は自分の成長に役
立っている」と捉えている生徒の割
合

90% 85% 94% Ｂ

事前の教材吟味を行ったり，生徒
実態や時事に合わせた内容を実施
した。

◯

ロールプレイやパネル討議など
様々な手法について研修を進め生
徒の心を豊かにする道徳教育を目
指す。

プラスワンが達成できるように努力
している生徒の割合

90% 85% 94% Ｂ

単なる目標の提示に終わらせず，手立てを
記入し，ＳＴＥＰＵＰで日常から評価をす
ることで目的意識が向上している（前年度
末比＋11％）。

◯
今後もプラスワン活動が目標と手立てと
実践と評価がリンクする形で取り組み，
質の向上を目指す。

アセス「生活満足感」の向上
（昨年度　平均値５２）

55 57 104% Ａ

全校生徒の平均値が57となった。ＳＴ
ＥＰＵＰの毎日の点検や教育相談活動
により日々の生徒理解に努めているこ
とが成果につながっている。

◯
・この項目は数値よりも改善策にあるよ
うに，課題のある項目についてのＰＤＣ
Ａを考えてみてはどうでしょうか。

反社会的スキルが一番低いので（52）コ
ミュニケーション能力が向上するような
取り組みを検討する。

昨年度長期欠席生徒（１１人）のう
ち好ましい変化が見られるように
なった生徒の割合（昨年度５４％）

60% 92% 153% Ａ

今年度からＳＳＷが配置され，活用方
法などについて研修を実施した。生活
改善が必要な不登校生徒にＳＳＷと共
に対応した。

◯
・改善策にある通り，個別の課題への対
応が必要です。あくまでも組織的対応と
して，取り組んでください。

不登校以外にも遅刻が常習化している生
徒もいる。個別の課題に対応しながら生
活改善の指導を充実させていく。

■充実感・達成感の向上
（生徒主体の活動の充実）

「自分の役割を自覚して，その責任
を果たすことで，まわりの人に役
立っていると感じたことある」と捉
えている生徒の割合

90% 76% 84% Ｂ
１人１役以上の係・委員会活動を担っ
ている。最近は人の仕事を積極的に手
伝う生徒もいる。

◯

自分の役割のみならず進んで人の役割にも支
援をしていく動きが広がっていくよう集団つ
くり進め，自らが主体的に役割を果たし，他
への気遣いができるように取り組む。

■挨拶の活性化

学校でも地域においても
「自分から積極的に挨拶を
している」生徒の割合

90% 82% 91% Ｂ
部活中の挨拶について生徒会主導で改
善したり，授業最初の挨拶を生徒主体
の形に変更した。

◯
挨拶について明確な目的意識を持たせ，
主体的に挨拶ができるように取り組みを
継続する。

◯91% 96% Ｂ
服装などの大きな乱れはないが，名札
やシャツだしなど細かい部分は注意さ
れれば直すというケースがある。

規範意識を高く持てるよう委員会
活動と連動しながら取り組みを進
める。

m 改善案

意欲や関心を引きだす学習課題を
設定し，内容の工夫により生徒が
主体的に学びを展開するように継
続的に研修を深めていく。

・授業が中心なのは当然ですが，日
頃の対話の中でも評価指標のような
姿を肯定的に伝えることを，全教職
員が行うことも生徒の変化に繋がる
と思います。

・全体的に好評価でいいと思いま
す。

・アンケートに片寄らない評価指標
の工夫をしてください。

・否定的評価の割合はどう変化して
いるのでしょうか。それらの生徒へ
の対応を検討して欲しいです。

・「はがれ落ちない基礎・基本」は
いい言葉です。いかに定着させるか
のために，継続と課題を何にするか
が大切だと思います。

・ＡＩやテレワーク等，すでに身近
になている先端社会活動のリズム
に，生徒達が順応できる能力を身に
付けられるよう，ご指導お願いしま
す。

・注意をすれば直すという，人間関係も
できています。大切にしていきたいこと
です。
・登校日数や行事の変化による生徒の心
理的な影響は，これから想定外のものが
現れるかも知れません。これからも一
層，生徒の変化に注意していただければ
と思います。
・感染症対策のため学校行事等が中止や
縮小となり，学校を訪問することが少な
くなったので，情報発信をお願いした。
・”あいさつ”が本当にいいもので，自
分も相手も気持ちがいいものだと，実感
してくれるといいです。まずは大人から
かも。
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◎不登校の未然防止
　不登校生徒への支援の充実

■教育相談・家庭連携・関係機関等との連携
　の充実
　・ＳＣとの教育相談委員会の充実，
　・ＳＳＷの活用による生活改善の推進

■生徒理解・安心できる集団づくりの推進
　（アセス活用，面談，学級経営の充実）

常に向上心を持ち，実行できる生
徒の育成。

○生徒指導体制の改善

■全教職員による指導の徹底，家庭連携の充実

○自らを律するとともに，
　学校生活に充実感を見いだせる
　生徒の育成

授業改善
授業が最大の生徒指導の場で
あるという認識を持ち，授業
に生徒指導の３機能を生かし

た授業つくりを行う。

e　評価指標

○「生きて働く知識・理解」の
　育成と

　「学びの土台づくり」の
　充実

「社会で通用する
基礎・基本」を身につけ，

活かすことができる

【育成する資質・能力】
　「はがれ落ちない
　　基礎・基本」

◎基礎学力の定着に向けた
　指導の徹底

■「学びのサイクル」の充実・発展
　（本時のめあての工夫，家庭学習の充実）

■「南中タイム（週まとめテスト）」の内容及び
　実施方法の見直しと改善

■　家庭学習習慣の定着

「自分も起点」という位置に
立ち，協働して取り組む教職
員組織の育成。
向上心を持ち，確かなゴール
イメージを持った取組によ
り，生徒の意欲を育成する。

b　中期経営目標 c　短期経営目標 d　目標達成のための方策

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

研究テーマの副題を『探究心を育てる
学習課題を通して』とし，年度当初か
ら研修を重ねた。「授業の課題につい
て『なぜだろう』『やってみたい』と
思う」生徒の割合は昨年度末から3％
向上し，「自分達の学んだことを人生
や社会に生かそうと思う」生徒の割合
は昨年度末から3％低下した。

学校教育目標

a 　ミッション
【地域・社会における

本校の使命・存在意義】

地域が誇る学校づくり
～　地域からの期待に応え，期待を超える学校づくりを　～

社会で通用する基礎・基本を磨き，
よりよい自分，よりよい学校，よりよい社会を目指そうとする生徒の育成

95%
「学校や社会のルールを
守っている」と思っている
生徒の割合

◎授業改善の推進

■「学びに向かう意欲」を向上させるための
　授業の工夫を意識した授業改善の推進

■「課題発見・解決学習」の単元開発・実践
　による授業改善の推進

○「主体的に学ぶ」意欲を育てる
　　授業づくりの推進
　　学習課題の工夫

◎向上心・実行力の育成
■「特別な教科　道徳」の充実

■「プラス・ワン」の実践を通した向上
心・実行力の育成

○生活習慣の改善と
　きめ細やかな見取りと対応による
　不登校生徒の減少

○オール因島南（学校・家庭・地域）で，連携・協働し，生徒を育む学校
○学校・地域（ふるさと）を誇り，自分の生き方を見つめ直すことに繋げる学校
○常にスパイラル・アップを目指し，向上心を持ち，思いを実行に移せる学校

a   ビジョン
【実現しようとする

本校の将来像】

評価計画

様式1

第１回 計画通り

６月実施 次回９月実施予定


